
 

 

 

 

環境基本計画第六次計画の 

目指すべき将来像



 

はじめに 

 

本県は、森林率 84％という日本一の森林県であり、生産量日本一の柚子栽培をはじめ、

険しいながらも豊かな自然の中で人々が知恵をしぼり、里山の暮らしを維持してきました。 

森と里の恵みに支えられ、四万十川、仁淀川など日本屈指の清流が県土を潤し、アユやウ

ナギをはじめとした水産資源にも恵まれてきました。カツオの一本釣りやホエールウォッ

チングなど黒潮との関わりも深く、長い海岸線に点在する外洋に面した各地の砂浜海岸で、

国際的に絶滅が危惧されるウミガメ類の産卵が見られます。 

このように、本県は四国山地から太平洋に至る独自で多様性のある生態系に支えられ、地

域ごとの生業（なりわい）や文化を育んできました。 

しかしながら、過疎化による山林の荒廃や里山の崩壊などに加え、地球規模の温暖化、海

洋汚染などの影響により、これら生物多様性と上記のような高知家の営みが損なわれつつ

あります。 

私たちは、高知家の営みを確実に次世代につなぐため、環境問題を最優先に考えて行動し

ます。実践のための手段としては、あらゆるものをインターネットにつなぐＩｏＴや人工知

能（ＡＩ）などの Society5.0 の時代に適応した最新技術の活用も欠かせないものとなりま

す。 

本県が目指す将来像は、このように社会の変化に柔軟に対応し、森から海までの豊かさ

を維持しつつ、2050 年の脱炭素社会の実現やプラスチックごみ問題の解決など、地球規模

の持続可能な社会の実現に向けた取組が実践されている社会です。 

 

 

地球温暖化は、21世紀における地球規模の問題であり、このまま放置すれば、人間が依

存する自然資源に回復不可能な変化を引き起こし、深刻な影響を及ぼすと考えられていま

す。この地球規模の問題解決に向け、多様な主体が、地球温暖化防止に向けた取組を積極

的に推進するとともに、互いに連携しながら、地球温暖化対策が進んだ脱炭素社会を目指

します。 

 

○日常生活や事業活動と地球温暖化との関わりについて、県民、事業者などの理解が深ま

り、日常生活や事業活動における省エネルギー行動や、地球環境への配慮活動を当たり

前に実践しており、行動変容が進んでいます。 

○低燃費で環境性能に優れた次世代自動車（電気自動車、ハイブリッド自動車など）を積

極的に選択するようになり、温室効果ガスの排出量削減が進んでいます。 

○温室効果ガスの排出抑制などの取組に加え、既に現れている気候変動による影響や、将

来避けられない影響に対し適応していく取組も進んでいます。 

○豊富な再生可能エネルギー資源を生かし、中山間地域や都市部など、それぞれの地域特

性に応じた再生可能エネルギーの導入が進んでいます。 

○地域課題の解決に取り組む地域新電力の設立や、地域内の電力需要を予測し、電力の需

要・供給双方から需給バランスをとる技術、地域内のリソースを組み合わせて効率的に

電力を活用する技術など、様々な技術開発が進み、再生可能エネルギーの地消地産・外

 (1) 地球温暖化対策が進んだ脱炭素社会　～カーボンニュートラルの実現～
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商の整備が進んでいます。また、再生可能エネルギーで得られた利益が地域に還元され

る社会も実現しています。 

○自然の恵みを活用したグリーン化関連産業の育成が進んでいます。 

○省エネルギー化に関する様々な技術開発が進み、そうした技術を取り入れていくこと

で、家庭や事業所における省エネルギー化も一層進んでいます。 

○自家用車に過度に頼ることなく、公共交通によって日常生活に必要な機能にアクセス

できるような都市のコンパクト化と、公共交通ネットワーク形成が進むことにより、県

民が公共交通機関や自転車などを自発的・積極的に利用するようになっています。 

○ＣＯ２の吸収源でもある県内の森林は、持続可能な林業の振興を通じた適切で計画的な

整備・管理が行われており、森林同様にＣＯ２の吸収源である藻場などの海洋生態系の

保全も行われています。また、県内外で県産材の利用が広がり、ＣＯ２の固定化も進ん

でいます。 

 

 

プラスチックごみや食品ロスなどのごみ問題の解決や、資源利用の効率化に向け、自然

界から新たに採取する資源も可能な限り少なくすることが重要です。また、できるだけ長

く社会で使用し、いったん使用済みとなったものでも再利用することにより、最終的に廃

棄物を少なくすることが基本となります。自然や伝統的な暮らしに学び、一人ひとりが物

を大切に思う気持ちを持つ、環境に負荷の少ない循環型社会を目指します。 

 

○物が作られ、リサイクルされたり廃棄されるまでの過程において、環境への負荷の少な

い持続可能な社会の仕組みが作られており、資源の効率的・循環的な利用を促す仕組み

（サーキュラーエコノミー）が実現しています。 

○環境に配慮した商品やサービスを選択する考え方が浸透するとともに、デジタル技術の

導入が進んでいます。 

○ＡＩによる的確な需要予測、在庫、配送情報の解析など、生産から製造、販売までの各

プロセスにおいて無駄を廃し、環境に配慮した取組が進んでいます。その結果、県内各

地域で廃棄物の発生が大幅に抑制され、リサイクルへの取組も活発に展開されていま

す。 

○再生利用技術、環境への負荷の少ない処理技術などの最新技術の開発や普及により、資

源循環型社会の構築に向けた取組が一層進んでいます。 

○農山漁村では、森里川海の地域資源を保全・活用しながら、地域ごとに自立できる自立・

分散型社会を実現し、まちに食料や水を供給します。まちは、その恩恵を理解し、環境

保全活動に参加し、地域産品を消費するなど、人材や資金を中山間地域に提供、還元し

ています。 

 

 (2) 環境への負荷の少ない循環型社会　～サーキュラーエコノミーの推進～
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生物多様性が損なわれないよう、たくさんの生き物がすみかとする森里川海を守りな

がら、生物多様性に配慮した活動や利活用が定着し、人と自然との共生が図られる社会

を目指します。 

 

○森では、保健休養の場としての役割をもつ天然林と人工林がバランスよく配置され、

清らかな水や豊富な木質資源がもたらされています。 

○里では、地域資源の効率的かつ持続的な利用により生態系が維持され、本県の伝統や

文化を引き継ぎながら人と自然が共生する里づくりが進められています。 

○川では、山林からの適度な土砂供給と健全な浸食・運搬・堆積作用により、瀬・淵・

砂州からなる多様な河床形態と水生生物の多様性が維持されています。 

○海では、陸と一体となった取組により藻場やサンゴ群集、干潟が維持され、資源の保

護と活用により、持続的に水産資源が供給されています。 

○まちでは、いたるところに緑があふれ、水質浄化や再生可能エネルギーの活用、清掃

活動など環境に配慮した生活が日常化しています。 

○これら森里川海・まちで行われる農林水産業などをはじめとする地場産業では、環境

制御や生産性の向上に資するＡＩ、ＩｏＴなどのデジタル技術との融合により、

Society5.0 関連の革新的な産業が生み出されることにより、環境・経済・社会の様々

な課題の統合的な解決が図られています。 

  (3) 自然環境の保全が図られた自然共生社会　～ネイチャーポジティブの推進～
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